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今回紹介するのは、クリエイターとして
活躍しているゆっけいさんの学生時代の
作品です。

ゆっけいさんとは。
個人で活動しているイラストレーターで
す。ゆっけいさんのイラストは世界的に
人気があり、常に依頼が山積みのようで
す。主に ipad を用いて制作をしており、
細部までこだわった繊細なイラストが特
徴的です。

「200 年後もある笠間焼を目指して」というテーマに対

して自身が企画したイベントのプレゼン資料です。見

やすい、分かりやすいを重視して色やフォントを選定

しました。
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①ワイン瓶
②林檎
③コップ、ゼリービーンズ
④本

自身の高校生活の中で最も印象に残っている 1ページをイラストにしました。

夏の猛暑の中、休日の全てを部活に捧げる努力家な男の子をイメージして描きました。

自由制作ということで、何にも縛られていない最も自分らしい画風で描けており、ありのままの自分絵を詰

め込めた作品です。
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茨城県にあるカクテルがメインのカフェの有料広告を作成しました。

「みっけ」という冊子に掲載する有料広告です。

オーナーに有料広告の提案をしたところとても気に入って頂け、丸々 1ページの依頼を承りました。

こちらの店舗ではメニュー表の方も手掛けており、自身の持つイメージとオーナーの作りたい店の理想像を掛け合

わせながらデザインしました。

店舗のイメージカラーである赤色を目に優しく使うことを意識し、コンセプトである「洋の中に和」を表現する為

に店の花でもある梅の花をチョーク風に取り入れたところがポイントです。

茨城県にあるカクテルがメインのカフェのメニュー表を作成しました。

この制作にあたりお店の雰囲気やこだわりを理解する為に 3 ヶ月間、仮キャストという形でお店に携わりデザインを研究しま

した。

お店のコンセブトが「洋の中に和を感じる」ということで、全体的にブラックボードのようなデザインで「洋」を、手描きの

黒板アートで「和」を表現しました。

また、お店のイメージカラーである赤色は興奮色である為扱いが難いですが、黒白に対して有彩色のアクセントカラーとして

活用することで落ち着いたデザインに仕上げました。
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コロナ禍でマスク社会の中、新学期で新たな友達にマスク外してほしいと言われて照れ笑いしながらマスクを

外す男の子を描きました。

キャラクターは主にアナログで描き、イラストをスキャンしてデジタルで修正を加えて描きました。

地元のバスケットボールチームの選手に向けてイラストを描きました。

あまり描き込みすぎずにシンプルなイラストかつ彼の特徴を捉えた表情に出来るように意識しました。
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画材はボールペン 1本のみ。背景を描かずに書き込みのみでテーマや質感を表現するという挑戦の気持ちで制作に挑みました。
「未来への不安」というテーマを人物と黒猫を用いて表現しました。
未来を見つめている様子。ただそれは光の無い影の方ばかりで…。

躍動感のあるポジティブな男の子と笑顔のように弾けるオレンジ色の花火をコンセプトに描きました。

空や山を青色にすることで今回のイメージカラーであるオレンジ色が補色で映え、 花火や夕方の雲がより輝いて見える色彩となっています。

また、右側の花火を不発気味にすることにすることにより、現実味を増すと共に青色とオレンジ色のバランスをとり、表情とバッテリー残

量に視線誘導しています。

このイラストのヒントはバッテリー残量に対しての 3% 表記、背景にある電線の役割、見えないところのボロボロさです。
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キャラクターはアナログで描き、背景はデジタルで描きました。

シャーペンで描いた質感を残すことで、デジタルのみの作品とは違った作品の親しみやすさを表しています。

背景は彼女のイメージカラーである青が映える場所というコンセプトで描きました。

キャラクターをデフォルメをして最低限の特徴でキャラクターを伝えるこ

とを目的に制作しました。

デフォルメした顔のみでキャラクターを理解していただく為にフリーナの

特徴的な衣装ではなく、青を基調としたフリーナに映える赤いサンタ服を

着せてみました。

ポケモンの原形を保ちつつ少し擬人化させた姿

を描きました。

配色やシルエットは元のポケモンに寄せ、誰が

見てもどのポケモンか分かるように仕上げてい

ます。

キャラクター全体に逆光を当て、影を落とすことによ

り普段の四葉の元気なイメージとのギャップを感じる

イラストに仕上げました。

有彩色は緑色とオレンジ色の色相差のある 2 色をベー

スに使用し、自然とオレンジ色に視線誘導される構成

としました。

人物を目立たせる為に背景は描き込まず雰囲気で表現

していますが、人物を照らす木漏れ日により、周りが

木々であると感じれるよう意識しました。
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編集後記
この作品集を手に取っていただき、ありがとうございます。
まず前提にこの雑誌は 5年後に見る人に向けて、自信がプロクリエイ
ターになっているという意気込みで作成しました。
私のイラストには、日常の何気ない瞬間や心の中の風景を表現したも
のが多くあります。それぞれの作品には、描くたびに感じた感情や思
いを込めました。試行錯誤しながらも、少しずつ自分のスタイルを模
索してきた日々が、この一冊に詰まっています。制作を通して多くの
ことを学び、自身の画力や発想力を大きく伸ばすことが出来ました。
これからも新たな挑戦を続け、成長を遂げていきたいと思います。ど
うぞ、引き続き温かいご声援をいただければ幸いです。

依頼主は長髪で中性的な男性の方で、男性らしさと女性らしさの両立を意識してデザインしました。

まずは、依頼主を描くにあたり本人にイラストに込めたい思いを詳しく伺い、イメージの構図を確認しました。

次に、依頼主と生活を共にする方々に人物像やイメージを聞き込み、自信の依頼主に対するイメージを元にラフ画を描きあげました。

依頼主のイメージカラーが赤色である為、肌の赤みや唇、たばこの火の赤色が鮮やかに映えるように髪や影は補色である青みがかった

色を使用しています。

また、依頼主は個人経営をしているオーナーであり、威厳のある余裕をもったイメージを再現する為、たばこを片手に目元には影を落

としました。描き込み量の多い作品ですが、有彩色を赤色と青色の 2色に絞ることで見やすい色使いで仕上げています。
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